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研究の全体概要 

ヒトは有害性が指摘されている化合物を含む様々な化学物質の曝露を環境からうけており、それ

らの曝露に伴う健康影響が懸念されている。中でも残留性有機汚染物質 (POPs) は有害性・蓄積性

からヒト・環境試料を問わず分析が進められてきたが、既存および新規のペル及びポリフルオロ

アルキル化合物 (PFAS) や、新規農薬など既存化合物代替物を始めとする新規物質の曝露影響は、

化学分析の網羅性の問題から十分に解明されていない。しかし、検出可能な化学物質をすべて対

象とする網羅分析を行うことで、既知物質に加え、標準品の不足などから分析を行うことが困難

な未知の新規環境化学物質を含めたモニタリングを実施できる可能性がある。 

また、既存研究では化学物質曝露の影響評価を単一の化学物質ごとに実施することが主である。

しかし、実環境においてヒトは様々な化学物質の曝露を受けているため、現実世界において曝露

影響を推定する際には、複合曝露影響について評価する必要がある。 

このような背景から近年、欧米においては化学物質複合曝露評価のための統計手法に関するワー

クショップが開催され、研究の進展が見られる(Taylor, K. W et al., Environ. Health Perspect, 2016; Louro, 

H et al., Int. J. Hyg. Environ. Health, 2019)。しかし、現在も化学分析の網羅性・居住環境等からの曝露

に関する検討が不足していること、複合曝露影響解析のための手法が化学物質の作用・構造を考

慮していない点など、未だ課題が残っている。 

 以上から、本研究では出生コホート調査により得られた生体・環境試料中に残留する環境化学

物質を網羅的に計測し、化学物質の曝露と子供の発達との関係について、化学物質の作用・構造

を考慮した上で複合曝露影響を推定することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 

 


